
























































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0
，乃ち天下の天下
0 0 0 0 0
なり。幕府の私有に非ず






























































































































































































































































































































ワ シ ン ト ン
新頓とても致らせ，便理よろしきと存じ候。……実に
勤国と申しても富国強兵






















































































































































































































































































































































































































9 9 9 9
の諸隊忠士をして回復なさしむる


















































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0
と云ひしかば，否な文明ぞ




0 0 0 0 0 0 0
なば，慈愛を本とし，懇々説論して開明に導く











































































































































0 0 0 0 0 0 0
。天を相手にして
0 0 0 0 0 0 0
，
己を尽して人を咎めず，我が誠の足らざるを




















































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。……」という点なのです。海舟にあって
は，〈機会〉は何であれ自ずと兆してくるもの





































0 0 0 0 0 0
……。
一個の定見といふものはなかったけれど，機に臨み変に応じて物事を処理する
























































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，身を空にして
0 0 0 0 0 0
，敵の出たる処を太刀にてう
てば……」とか，「兵法の戦に，其敵々の拍子をしり












































































0 0 0 0 0 0 0
の時機が来て居る
0 0 0 0 0 0 0 0
と思ふのだ。およそ全く死んでしまふと，また蘇生するといふ，一国の生理
に関する生理法が世の中にある。朝鮮をこれまでは，実に死に瀕して居たのだから，これから
きっと蘇生するだろうヨ。これが朝鮮に対するおれの診断だ。」
　日清戦争〔明治27～28年〕の性格についてはさきに触れました。それが10年後の日露戦争
〔明治37～38年〕と違っているのは，前者が‘起ってしまった戦争’であったのに，後者は自
ら意図して‘起した戦争’だったことです。この変化はまさに海舟のいう通り「これでいいと
思う高慢が……いけない」のでした。しかし海舟の語り続けた‘アジアの連帯’に耳を傾ける
者はほとんどなく，日本は西欧列強に肩を並べようと‘帝国主義’の路線をひたすら追い続け
ることになったのでした。海舟が予期したように，彼がようやく知己をうるまでには，このと
40
きから百年を要したのです。
 〔完〕
